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第50回二輪車安全運転全国大会開催
半世紀にわたり安全運転技能と交通マナーの向上に寄与
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一人ひとりの運転の違いを可視化し、
安全運転教育に活用する

運転習慣チェックプログラムのベースと
なる DSP システムの開発を担当したの
は（株）本田技術研究所 四輪 R&D セン
ター商品・感性価値企画室の小川努主任
研究員と奥本雅規研究員。二人は走行中
のクルマのあらゆるデータを収集し、分
析するスペシャリストで、集めたデータ
から商品企画のために、お客様の感性や
価値観の解明に取り組んでいる。
小川主任研究員は「運転習慣チェックプ
ログラムは、受講者一人ひとりの運転状
況を細かく見ていくものです。これはク
ルマを開発していく上でも重要な観点だ
と考えました」と振り返る。「DSP シス
テムは受講者を導くインストラクターを
支援するためのツールです。インストラ
クターが受講者の運転に対して感じた印
象をできるだけ数値化して表現しようと
考えました。教育の質を向上させるため、
受講者の理解を早めたり、納得性を高め
ることに重点を置いています」と、交通
教育センターでの安全運転研修が「人が
人を成長させる」ものであることを意識
して開発を進めたという。
奥本研究員は「800m という短いコース

を走るだけでも、測定したデータには一
人ひとりの運転の違いがはっきり表れる
ことに驚きました。このデータの中で安
全運転に活かせるものを上手く可視化す
ることで、インストラクターの支援にな
り、受講者にも納得していただける教育
システムをめざしました」と語る。刷新
されたシステムでは次の 3 点が大きく改
善された。1 つ目はリアルタイム性。走
行中の車両データをクラウドサーバにリ
アルタイムでアップロードできるように
することで、蓄積されたデータの処理速
度が向上し、その場で測定結果を受講者
に見せることも可能となった。2 つ目は
分析環境。日々蓄積されていく走行情報を
ビッグデータとして分析できるようにした
のである。3つ目はシステムの拡張性（シ
ステムに機能やコンテンツを追加しやす
くしたこと）。これによって、その時代の
ニーズやお客様の要請に合わせてシステ
ムを柔軟に進化させることができると奥
本研究員は説明する。

研修で得たことを現実の交通場面で
活かしてもらうために

鈴鹿サーキット交通教育センターの平井
真所長は DSP システムについて「インス

受講者に配付する走行軌跡と測定データが記載された資料。
コース上で自分がどのような運転操作をして、クルマがどのような挙動を示したか可視化している

評価表では自己評価と客観的評価の乖離がわかるようになっている。
1 回目と 2 回目の評価表を比較することで自分の運転がどのように変化したかを確認してもらう

コース上のチェックポイントに近い交通場面を想定
した KYT。
1 回目の測定データの資料の配付後に行った

（株）本田技術研究所 四輪 R&D センター商品・感
性価値企画室の小川努主任研究員（左）と奥本雅規
研究員（右）

トラクターによる評価とDSPシステムの
アウトプットデータは同じ評価なので、
より説得力をもって受講者に伝えられる
ようになりました。ベテランの方も『き
ちんとできているつもりだったが、デー
タを見て、できていなかったことがわかっ
た』と納得していただけるようです。ま
た再度、運転したデータと比較すること
で、どのように改善されたかも受講者に
確認してもらうことができます」と、受
講者により納得してもらう内容になった
という。
また、同センターではシステムの更新に
合わせて、運転習慣チェックプログラム
による安全運転研修の指導方法も見直し
た。具体的には、1 回目の測定データの
資料を配付した後に、コース上のチェッ
クポイントに近い交通場面のイラストを
用意して KYT（危険予測トレーニング）
を行うのだ。「研修のためのコースで評価
を上げるだけで終わらないようにするた
め、現実の交通場面でどのように活かせ
るのかを受講者に理解してもらおうとい
うものです。2 回目の運転はさらに実際
の公道をイメージして取り組むことがで
きるはず」と平井所長は話す。
運転習慣チェックプログラムは鈴鹿サー
キット交通教育センターでの様々な企業

の安全運転研修で活用されていく。受講し
たドライバーのデータが蓄積され、ビッグ
データとして分析できるようになっている
ので、企業の業種別に運転傾向の違いなど
を浮き彫りにすることもできる。このよう
な新たな知見を活用することで、効果的な
教育の可能性が拡がるだろう。

自己評価
客観的評価

8 月 5、6 日の両日、鈴鹿サーキット交通教育センター
にて「第 50 回二輪車安全運転全国大会」が開催され
た（主催：（一財）全日本交通安全協会二輪車安全運転
推進委員会）。同大会は、二輪運転者の安全運転技能と
交通マナーの向上を図ることにより、交通事故を防止
することを目的として、昭和 43 年から毎年開催され、
今年で 50 回目を迎えた。
競技は技能走行と法規履行走行。基本的な運転技術と
ともに、信号機や模擬交差点なども走行し、交通ルー
ルに則った運転ができるか法規履行の能力が試される。
女性クラス（50cc）、高校生等クラス（50cc）、一般
A クラス（400cc）、一般 B クラス（750cc）の 4 ク

ラスに分かれて、全国 47 都道府県の代表選手 184 名
が各クラスの個人賞と各クラスの得点を合計した総合
得点で団体賞を競う。大会 2 日目には、記念式典が国
際レーシングコースにて開催され、出場選手全員による
パレードが行われた。
今回の団体優勝は福岡県。個人賞は、女性クラス・北
由紀子さん（兵庫県）、高校生等クラス・佐藤賢人さん
（千葉県）、一般 A クラス・小磯修平さん（茨城県）、
一般 B クラス・藤原尚幸さん（岡山県）が優勝した。
また、今大会は節目の 50 回記念大会に当たるため、
例年の表彰に加え、団体優勝チームと各クラスの個人
優勝者には特別賞も贈られた。

一般 B クラスの技能走行

各クラスの個人優勝者

記念式典での出場選手全員によるパレード


